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１．は じ め に

Basic（ Beginner ’s All-purpose Symbolic

Instruction Code）は，1960年代前半に米国ダート

マス大学のJ. G. KemenyおよびT. E. Kurz両教授の

もとで開発された初心者教育用プログラミング言語

であるが，現在では，Microsoft社の製品である

「Microsft Visual Basic」（以下「Visual Basic」とい

う）として姿を変え，Windows上でのアプリケー

ション開発で広く使われている。「Visual Basic」と

はプログラミング言語というよりは，エディタ，コ

ンパイラ，デバッガ等を含んだ統合開発環境として

位置づけられている。開発言語としてBasic言語を

採用してはいるものの，その仕様はMicrosoft社に

よって大きく拡張されている。

また，Microsoft社のOfficeアプリケーションにも，

このVisual Basicのサブセット版として「Visual

Basic for Application」が処理系として内蔵され，

広く普及している。

Visual Basicが広く普及した理由としては，以下

のようなことが考えられる。まず第１に初心者教育

用プログラミング言語として位置づけられている

Basic言語を採用していること。第２にそれまでの

プログラミング手法では困難であったWindowsプ

ログラミングがドラッグ＆ドロップを利用して比較

的容易に作成できるようになったこと。第３に開発

対象としているOSを作ったメーカーと同じメーカ

ーの製品であること。

第２の点については，現在，他の開発環境でも実

現されていることではあるが，発売当時は画期的な

システムとしてインパクトがあったと言える。また，

第３の点についても，同時期にBorland社から発売

された「Borland Delphi」と比較して，さまざまな

点で未成熟であったにもかかわらず，Visual Basic

のほうが広く受け入れられたことを考えると，同じ

メーカーの製品という点でユーザーに対して「安心

感」を与えたことも否めないと言える。

２．教材作成の背景

私が初めてBasic言語に触れたのは，小学生の頃，

当時ゲーム機として普及していた任天堂株式会社の

「ファミリーコンピュータ」に付属して発売されて

いた「ファミリーベーシック」である。当時は，わ

けもわからずソースコードをキーボードに打ち込ん

で実行できたことを喜んでいた。本教材作成の根底

には，そういった「自分自身で何かを作り上げる喜

び」を感じさせたい，という思いがある。もちろん，

それだけではなく，「深い理解」の上に，が前提と

してある。

Visual Basicを初めて使用したのは大学２年生の

頃である。当時はまだ開発環境を整えることができ

なかったため，ExcelVBAを用いて小さなプログラ

ムを作り，レポート作成などに活用していた。その

後，独学を続け，大学４年の実務実習先（千葉職業

能力開発促進センター）でVisual Basicの講義を３

日間担当させていただいた。本教材（教材名

職業訓練教材コンクール
特集

4

■労働大臣賞（入選）

Visual Basicプログラミング基礎

ポリテクセンター兵庫　情報・通信系 畠山　剛臣
（兵庫職業能力開発促進センター）



20 技能と技術

「Visual Basicプログラミング基礎」）は，その実務

実習で作成した指導案と補助資料がもとになってい

る。

その後，雇用促進事業団（現　雇用・能力開発機

構）に入団し，指導員として訓練をしていくなかで，

指導案や資料を授業のたびに改善してきた。今現在

もこの改訂作業は続けており，コンクールに提出し

たテキストが完成版ではない。訂正，改善，加筆す

べき点は多々ある。最終的には，現在，兵庫職業能

力開発促進センターで使われている「アビリティ訓

練支援システム（AccessVBA）」の修正，改善を通

してそれを実際の訓練の題材にし，職業訓練教材を

作成していきたいと考えている。

本教材を使用した学習のその後の方向づけは，

各々個人の専門性にゆだねられる。どのようなこと

でもそうだと思うが，さまざまな作業の「基本部分

（導入部分）」は，共通していることが多々ある。本

教材は，プログラミングという作業の「基本部分

（＝ほんの入り口部分）」を紹介しているにすぎない。

３．授業形態・授業内容

本教材は，離転職者対象の６ヵ月訓練（アビリテ

ィ訓練）での使用を主としている。兵庫職業能力開

発促進センター情報システムサービス科では，昼

間・夜間それぞれ20名ずつ，計40名を１つの教室を

利用して６ヵ月間訓練を行っている。昼間コースは

午前９時から午後２時45分まで，夜間コースは午後

３時30分から午後９時まで行われている。

授業形態としては，１人１台のパソコンを使い，

教材，ホワイトボード，プロジェクター等を使った

講義形式で進められる（写真１参照）。

６ヵ月間のうち，Visual Basicの講義は「ユーテ

ィリティ作成１（VB編）（IU305-0011-2）」と「ユー

ティリティ作成２（VB編）（IU305-0012-2）」のユニ

ットにおいて行っている。本教材は，主に「ユーテ

ィリティ作成１（VB編）」のほうで用いている。

講義の内容としては，主にプログラミング言語の

文法を中心に，アプリケーション作成方法を習得す

るというものである。「業務を効率化するために，

システム分析・設計を行い，仕様書をもとにコーデ

ィングする」といったものではなく，システム開発

をするうえでの「一道具」として，プログラミング

言語の基本的な使い方を習得することが主な内容に

なっている。

講義をしていくうえで私個人が注意している点に

ついて４点，以下に述べておく。

まず，第１に心がけていることは，これから行う

ことの全体像を生徒に理解させること。そして「な

ぜ」それを行わなければならないのか，その必要性

を理解させる（学習の動機づけ）。

第２に，何か新しいことを学ぶとき，新しく覚え

るべき事柄は，１つにする。一般的に博識な方は，

一度にたくさんのことを話したがるが，教えられる

方にとってみれば，一度に覚える事柄は少ないほう

が良いと考える（スモールステップアップ）。

第３に，段階的，論理的に学習していく。多くの

事柄に共通することは，「原理・原則・ルール」と

してあらかじめまとめておき，その「ルール」を用

いて，次の問題を解決できるように進めていく。ま

た，それまでに覚えた知識，ルールだけを用いて，

問題を解決できるように進める（段階的学習）。

最後に抽象的な説明の後は必ず具体的な例題を設

ける。一般的に抽象的なことはわかりにくく，具体

的なことはわかりやすいものである。どのような説

明にも必ず，具体的な例をつけ加えて説明するよう

心がけている（具体例の提示）。

写真１　授業風景
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４．教材の内容

本教材の目次を図３に示しておく。

本教材は，Microsoft Visual Basic（Ver 4／4／6）

を用いた，初級プログラミング能力を養成するため

の職業訓練教材である。Ａ4判で総166ページ。主に

アビリティ訓練（６ヵ月間の離転職者対象職業訓練）

の教材として使用している。訓練対象者は，

Windowsの基本操作ができ，プログラミング未経

験者を対象としている。訓練時間は６〔ｈ〕×３〔日〕

=18〔ｈ〕を想定している。

本教材の概要は，第１章，第２章でまずプログラ

ミングとはどういった作業なのか，Visual Basicを

用いてアプリケーションを作成するということはど

ういったことなのかを，簡単な例題を通して流れを

体験する。第３章では，Basicの基礎文法を習得す

る。ここでは，Visual Basic特有の考え方でなく，

構造化プログラミング一般にいえる事柄も踏まえて

文法を習得していく。また，例題を通して開発環境

の操作方法も同時に習得する。大きな例題は設けず

に，数行程度で動作する例題を多数用意した。その

他，それまでに出てこない知識は極力使用せず，そ

のページまでに出てきた知識，ルールを用いて理解，

解決できる例題を用意した。さらに，一度に習得す

る知識は少なくし，段階的，論理的に学習できるよ

うに，スモールステップアップ学習を配慮した（図

１参照）。

第４章では，Visual Basicにあらかじめ用意され

ているソフトウェアの部品（オブジェクト）である

標準コントロールを１つ１つ紹介している。

各コントロールには，多くのプロパティ，メソッ

ドが用意されているが，ここではプロパティウィン

ドウに表示される主なプロパティのみを紹介してい

る。Visual Basicのプログラミングにおいて，最初

のうちはほとんどメソッドを使わずに，ある程度の

プログラミングができてしまうことや，一度に多く

の知識を提示することは学習効率上マイナスと考え

図１　条件分岐の問題
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られるので，あえてメソッドを紹介していない。こ

こでもやはり各コントロールにつき，例題を１つず

つつけた。

第５章では，プロシージャ作成を通して，プログ

ラムの再利用性について紹介をしている。プログラ

ムをモジュール化することでプログラムの再利用

性，保守性が高まることを学習する。具体的には，

Subプロシージャ，Functionプロシージャの定義方

法と呼び出しについて学習する。

第６章では，今後の学習の橋渡しとして，データ

構造とアルゴリズムについて若干触れている。デー

タ構造については，配列，構造体，構造体の配列を

使った最も基本的なデータ構造を紹介している。ア

ルゴリズムは線形探索法と基本選択法を紹介してい

る。

第７章では，第１章から第５章までに出てきた文

法やコントロールと第６章で出てきたデータ構造と

アルゴリズムを踏まえ，電話帳のデータ（氏名と電

話番号）を検索，並べ換えのできるプログラムを作

成していく（図２参照）。

データ構造には構造体の配列を使い，メモリ上で

データ操作を行う。ファイルはシーケンシャルアク

セスで保存・読み込みをしていく。

その他，第７章では課題を細分化し，徐々に機能

を追加しながら完成へと近づけていく。どこが変更

されて，どのようにアプリケーションが改善されて

いくのかを学習していく。

また，途中でデータ構造をわざと変更させ，シス

テム開発の途中でデータ構造を変化させることの困

難さも理解できるようにしている。

５．作成上の創意工夫

もともと実務実習のときに使用した指導案を授業

のたびに改善し，新たに自分が学習した点をまとめ

る形で作成してきた。

当初は，自分用のアビリティ訓練指導案として使

用していたが，各種説明を口頭で述べるだけでは生

徒の記憶に残りにくいことを経験上学んだ。板書す

る時間を極力省き，できる限り多くの時間を実習の

時間とするために，訓練内で自分が口にすることを

あらかじめテキストの形式で配布することにした。

口にしたことはほとんど教材に書いてあることで復

習効果も倍増する，と考える。

本教材を構成するにあたっては，一度に学ぶこと

をなるべく少なくし（スモールステップアップ），

段階的な学習を心がけ作成した。

重要ポイントは空欄にし，授業内で穴埋めをして

いく。学習者の記憶に残りやすくすることと大量の

板書による時間のむだづかいを避けることが目的で

ある。

各項目ごとに具体的な説明，図，表，例題をつけ

るよう努力した。

その他，専門用語はできる限り身近な言葉に変え

て解説している。

６．お わ り に

本教材がなぜコンクールに入賞できたのか，正直

なところ，私にはわかっていない。訂正する箇所は

多々あり，本教材以外にも優れた著書が多数出版さ

れていると考えるからである。ただ今回コンクール

受賞を通して感じたことは，教材作成だけではなく，

訓練を実施するにしても，仕事や人生全般において

も，現状に満足せずに常により良いものへ改善，改

革していく姿勢が大事なのではないか，ということ

である。この受賞をきっかけにさらなる自己啓発に

努めていきたい。図２　最終課題（簡易電話帳システム）
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本教材の作成は，私個人の努力だけでなく学生時

代から現在に至るまで私にかかわってきてくれた多

くの方々のご指導，ご助力の上に成り立っているも

のと思っている。兵庫職業能力開発促進センターの

職員の方々をはじめ，当機構の職員の方々，社会人

になってからご指導いただいた諸先輩方，実務実習

でお世話になった諸先生方など，私にかかわってく

ださった多くの方々に深く感謝している。ありがと

うございました。また，これからもご指導，ご鞭撻

のほど，よろしくお願い申し上げます。
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